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 各社の登録商標及び商標，製品名に対しては，特に注記のない場合でも，これを十

分に尊重いたします。 



 

 16

 
 
 
 
 
 
 本書は，受験者の方が短時間で効率良く試験対策ができるように解説内容・

順序を工夫しています。本書の学習手順は次のようになります。 

 
 
 
 
(１) 苦手分野を調べる 

 短時間で苦手分野を効率的に学習するため，「学習前診断テスト」を用意して

います。アイテックのホームページからダウンロードして実施してください。

必要に応じて解答用紙もダウンロードして利用してください。ダウンロード方

法は，「(６) テストのダウンロード方法」で説明します。 

 テストは 55 問の問題を 70 分で解答してください。本試験よりも解答時間

を短めにしているので，どんどん解いていきましょう。 

 解答が終わったら，解答解説・解答一覧を見ながら採点してください。でき

なかった問題については，解説を読んで内容を必ず確認しておきましょう。問

番号の横にある□のチェックボックスも適宜利用してください。 

 
〔苦手分野の判定〕 

①5 問中 2 問以下しか正解できなかった分野 

 この分野は基本的に理解できていないと考えて，すぐに本書第 2 部の該

当する分野の説明を読んで学習してください。 

②5 問中 3 問正解できた分野 

 まずまずの正答率ですが，たまたま正解だったという場合もあるので，

①の分野の学習が終わったら，次に学習する分野としてください。 

③5 問中 4 問以上正解できた分野 

 ほぼ理解ができている分野と考えてよいでしょう。本文の「ポイントの

解説」と「問題で学ぼう」を読んで，知らない項目の学習をしながら，こ

の分野の仕上げとしてください。 

第2章 

part 1 

本書を使った学習方法 

学習前診断テ

ストで苦手分

野を確認 

苦手分野の出

題ポイントを

理解する 

その分野の理

解度チェック

で知識の確認

問題で学ぼう

で理解を確実

にする 

類似問題に 

AR でチャレンジ！ 
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第2章 本書を使った学習方法 

(２) 本書の構成 

 本書では，第２部で学習ポイントの解説と確認・仕上げを行っています。学

習する分野は午前の試験範囲に対応させて「第 1 章 基礎理論」から「第 11

章 IT ストラテジ」に分かれており，分野ごとに次のような構成で重要テーマ

を解説しています。 

 内容の多少で差はありますが，各章 3～4 時間程度で学習できると思います。

電車通勤の方であれば通勤途中に学習することで，2～3 日で 1 テーマずつ進

めていける分量になっています。 

 
（例） 

 

 
 
 

重要テーマと出題ポイントの 
概要を説明しています。 

 
〔重要テーマ〕 

 
頻出ポイントの解説 

出題ポイントの確認 

問題を解きながら学習します。 

〔重要テーマ〕 
 

…  

…  
 

 

 1.1 数値表現 

 1.2 論理演算とシフト演算 

 

1.1 数値表現

第1章 

part 2 
基礎理論 
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(３) 学習の仕方 

 試験対策は人それぞれに適した方法があるものですが，本書では効率良く学

習することを前提にして解説しているので，一般には次のような方法をお勧め

します。 

①〔学習のポイント〕 

各分野で出題される重要テーマと出題ポイントの概略を説明しています。

ここで，その分野の出題内容を確認し，理解が“いまひとつ”という自覚が

あるテーマについては，すぐ後の〔ポイントの解説〕に進み，頻出ポイント

の学習をしてください。 

 ②〔ポイントの解説〕 

重要テーマごとの頻出ポイントを詳しく解説しています。ここでは試験に

出題される内容を理解することが目的なので，基本的な用語の意味は詳細に

解説していないものもあります。理解を深めるためには用語辞典や専門書で

更に深い学習をするのが理想ですが，短時間の試験対策と割り切って覚えて

しまうことも必要でしょう。 

学習中に理解していない用語や項目が出てきたら，表紙の裏などに書き留

めておき，理解できたら棒線で消していくようにすると，今まで何を学習し，

試験日までに何を理解すればよいかが把握できるので，お勧めです。 

 ③〔理解度チェック〕 

出題ポイントの学習をしたら，すぐに〔理解度チェック〕で基礎知識の理

解度を確認してください。ここでは基本的な内容ですが出題ポイントとして

大切な確認問題を入れています。理解度が十分でなければ改めて〔ポイント

の解説〕に戻って学習してください。また，理解度が十分でないと感じた項

目については，後でもう一度学習する必要があります。 

 ④〔問題で学ぼう〕 

この〔問題で学ぼう〕が，本書での学習の中心になります。本書には多く

の問題を収録しているため，問題集だと誤解されがちですが，この部分は単

なる問題演習を目的にしたものではありません。収録した問題のほとんどは，

過去の試験で実際に出題された問題の中から，学習効率の高い問題を厳選し

ています。ここで収録した問題がそのまま本試験で出題されることも多いの

で，解説の内容を十分に理解しておきましょう。正解できなかった問題や，

たまたま正解したが不安が残る問題はチェックしておき，後でもう一度解き

直してください。 
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第2章 本書を使った学習方法 

解説 

稼働率 P のシステムを二つ直列に接続した部分の稼働率は P 2 です。これ

を二つ並列に接続した部分の稼働率は，両方とも稼働していない確率が，

(1－P 2)2なので，1－(1－P 2)2となります。 
問題のシステムは，単独のシステムとこの並

列部分が直列に接続されているので，全体は

（エ）の P {1－(1－P 2)2}となります。 
 
 
 
 
 

 
解答 エ 

P P

P P

P 2
1－(1－P 2)2

特典① スマホをかざして，類似問題と解説を確認してみよう！ 

  
〔問題で学ぼう〕に掲載されている 

AR マ ー ク に ス マ ホ を か ざ し て ， 

おまけの類似問題＋解説を確認して 

みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※AR コンテンツの閲覧には「COCOAR2」アプリをお手持ちのスマートデ

バイスにインストールする必要があります。 

①最初に COCOAR2 アプリを端末にインストール 

  iOS▶AppStore からダウンロード 

  Android▶GooglePlay からダウンロード 

②アプリを起動して、AR アイコンの部分をスキャンしてください。 

③認識するとコンテンツが表示されます。 

対応デバイスにつきましては、各アプリのダウンロードページにてご確認

ください。 

※本書掲載の AR は「COCOAR2」アプリに対応しております。前バージョン

の「COCOAR」アプリには対応しておりませんので，インスト－ルの際は

ご注意ください。 

※本書掲載の AR の閲覧期限は 2018 年 12 月 31 日までです。 

 

AR って何？ 

 Augmented Reality の略で，

拡張現実とも言われています。 

 実際には存在しない物をあた

かもそこにあるように見せるこ

とを指します。 

現実の世界とコンピュータで

作った世界を組み合わせたデジ

タル技術です。 

類似問題を AR で解いて 

本試験に備えておこう！  
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特典② Web コンテンツで，“英字略称”をさくさく覚えよう！  
 
基本情報技術者試験では，出題範囲の広さに伴い，「とりあえず覚えなけ

ればいけない用語」が数多くありますが，その中でも，学習の壁になりがち

なのが，IT 用語に頻出の“英字略称”といえます。なぜなら，同じ重要キー

ワードでも，漢字やカタカナの言葉（共通鍵暗号方式，ビッグデータなど）

なら，字面から意味を推測することもできますが，英字の略称（SMTP，MTBF

など）は正確な意味を覚えていないと，全く太刀打ちできないからです。 

そこで，本書では，皆さまが，「意味」を理解しながら，用語を覚えてい

けるように，英字の略称に対しては，必ず「フルスペル」を併記しています。

一見面倒なようですが，学習時にフルスペルを合わせて確認しておくこと

で，単語の意味を思い出すヒントとなるからです。 

さらに，通勤・通学のスキマ時間や，試験直前の限られた時間にも，重要

キーワードの復習ができるよう，読者特典として，Web やスマートフォン

で演習できる「英字略称攻略 FE Web 単語帳」をご用意しました（ダウン

ロードの方法は，「（6）ダウンロードサービスの利用方法」をご確認下さい） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

また，こちらのコンテンツは，「紙で学習したい」「Web 圏外でも利用し

たい」という方のために，スペルと意味が全て埋まった＜解答 PDF＞も提

供しています。ご自身の学習環境に合わせて使いやすいものをダウンロード

してご利用下さい。 

 

 

① まずは単語を見て， 
意味を思い出してみましょう 

② 該当の欄をクリックすると，づづりと
意味が表示されます。 
※ 先にづづりだけを表示して，意味を思い
出す訓練をするのもおすすめです。 
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第1章 基礎理論 

第
１
章 

数値表現 

 
 よく出題される問題のパターンは，次のように分類できます。 
 ・基数変換：整数の基数変換を行う最も基本的なもの（例：10 進→2 進） 
 ・数値の演算：同じ基数の数値同士の演算 
 ・小数の表現：2 進／10 進／16 進数などの小数の表現に関するもの 
 どの問題も基数の考え方を理解していれば解ける問題ですが，ここではさら

に速く・確実に得点するためのポイントをまとめ，問題を解きながら実際に出

題されたときにどのような手順で解いていけばよいかをマスターしましょう。 
 
(１) 基数変換 

①基数法 
 基数と重みに掛ける各桁の数を使って表現する方法を基数法といいます。

2 を基数とする 2 進数は次のように表現できます。 
(101.01)2＝1×22＋0×21＋1×20＋0×2－1＋1×2－2

②基数変換の計算 
 小数部分を含む基数変換，2 進数と 8 進数，16 進数の相互変換が特に重要

です。 
(a) 2 進数，8 進数，16 進数から 10 進数への変換 
 基数法に従い，10 進数に書き直して数値を求めます。 

(F5A)16＝15×162＋5×161＋10×160＝3930
(b) 10 進数から 2 進数，8 進数，16 進数への変換 
 10 進数から n 進数へ変換する場合，基数法の表現に注目してみると，整

数部は n で割る操作で下位の桁から順に上位の桁を求めることができ，小

数部は n を掛ける操作で小数第 1 位から順に下位の桁を求めることができ

ます。 
   10 進数 x＝a×n2＋b×n1＋c×n0＋d×n－1＋e×n－2 とすると， 
   整数部：a×n2＋b×n1＋c×n0＝(a×n＋b)×n＋c 
 n で割っていくと剰余として順に c，b，a が求められます。これを上位

の桁から並べて，abc となります。 
 

1.1
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   小数部：d×n－1＋e×n－2＝(d＋e×n－1)×n－1 

 n を掛けていくと，整数値として順に d，e が求められます。これを小数

第 1 位から下位に並べて，de となります。 
 この結果，(abc.de)n が得られます。 

 
716 を 8 進数に変換します。 
  8 で割る    余り 
 8 7 1 6  
 8   8 9 ･･･ 4 
 8   1 1 ･･･ 1 
 8     1 ･･･ 3 
     0 ･･･ 1 

 
 
矢印の順に余りを並べます。 
(716)10＝(1314)8 

 

 0.1 を 2 進数に変換します。0.1 を 2 倍した結果（積）のうち小数部

分だけを更に 2 倍します。これを繰り返して，積の小数部分が 0 にな

ったら終了です。ただし，10 進小数のほとんどは無限 2 進小数になり，

その場合は積の小数部分が 0 になりません。 

矢印の順に整数部分（色付き）を並べます。 (0.1)10＝(0.0
．
0011

．
･･･)2 

 
(c) 2 進数，8 進数，16 進数の相互変換 
 2 進数を 8（＝23）進数又は 16（＝24）進数に変換するときは，3 ビッ

ト又は 4 ビットごとに区切って求めます。ビット数が足りないところには

0 を追加して揃えます。 
 
 (716.2)8 を 16 進数に変換します。まず各桁を 3 ビットの 2 進数で表

してから，4 ビットごとに区切ります。 

   7   1   6  .  2  
(716.2)8＝(111 001 110 . 010)2＝(0001 1100 1110 . 0100)2＝(1CE.4)16 
 1 C E 4  

 0 . 1   0 . 2  0 . 4 0 . 8  0 . 6 
× 2  × 2  × 2 × 2 ×   2 
 0 . 2   0 . 4  0 . 8 1 . 6  1 . 2 

（以下同様）
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(1)  2 進数の(10.11)2 を 10 進数で表現すると幾つになりますか。 

(2)  2 進数の(1101.01)2 を 8 進数で表現すると幾つになりますか。 

(3)  16 進数の(A5.C)16 を 10 進数で表現すると幾つになりますか。 

(4)  8 進数の(612.75)8 を 2 進数で表現すると幾つになりますか。 

(5)  10 進数の(21.25)10 を 2 進数で表現すると幾つになりますか。 

(6)  (5)の 10 進数(21.25)10 を 16 進数で表現すると幾つになりますか。 

(7)  10 進数の 0.125 を 2 進数で表現すると有限小数，無限小数のどちら

になりますか。 

(8)  16 桁の 2 進数の最大値を 10 進数で表すと何桁になりますか。 

(9)  2 進数(11110011)2 の 8 桁の 2 の補数は幾つですか。 

(10) 負数を 2 の補数で表すとき，(9)の 2 進数(11110011)2 を 10 進数で表

現すると幾つになりますか。 

(11) 負数を 2 の補数で表すとき，4 ビットで表現できる整数の範囲は幾つ

になりますか。 

(12) 次の浮動小数点数の表現形式  ア  ～  ウ  に入る字句は何ですか。

± ア ×(  イ  )    

(13) 浮動小数点表現の仮数部に正規化された表現を使う理由は何ですか。 

(14) 浮動小数点数演算において，絶対値のほぼ等しい同符号の数値同士の減

算後，正規化によって「下位」の有効数字が失われ，有効桁数が減ること

を何といいますか。 
 

 

 
   

  

(1)  (10.11)2＝21×1＋20×0＋2－1×1＋2－2×1＝2＋0.5＋0.25＝(2.75)10 

(2)  3 桁の 2 進数が 1 桁の 8 進数に対応します。必要な 0 を補って， 

(1101.01)2＝(001 101.010)2＝(15.2)8 

(3)  (A5.C)16＝161×10＋160×5＋16－1×12＝160＋5＋12／16＝(165.75)10 

(4)  (612.75)8＝(110 001 010.111 101)2 

(5)  2 で割って求めていく方法で解きますが，この場合，2 のべき乗の数を加算

する簡便な方法でも解答できます。 

 

   (21.25)10＝16＋4＋1＋1／4＝24×1＋22×1＋20×1＋2－2×1＝(10101.01)2  

解 答

1.1 数値表現

ウ 
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第1章 基礎理論 

第
１
章 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○で示したものを節点（node），1 番上の節点を特に根（root）といいます。

節点と節点を枝で結び，枝の上側が親，下側が子，子をもたない節点を葉

（leaf），また，根からある節点までの枝の数を深さといいます。この図では，

根から葉までの深さは 3 です。 
図からも分かるとおり，問題の条件の木では，深さ 3 に対して葉の数は 23

＝8，葉以外の節点の数は 23－1＝7 となっています。そして，3 以外の任意

の深さ xに対しても同様のことがいえます。したがって，2xを nと考えれば，

葉の数がnならば葉以外の節点の数はn－1 なので，（エ）が正解です。 
ア：図について調べると，枝の個数は 14，葉を含む節点の個数は 15 になっ

ています。したがって，誤りであることが分かります。ちなみに，各枝に

はそれぞれ 1 個の節点が子としてぶら下がるが，節点にはいずれの枝の子

にもなっていない根が含まれるので，枝の個数を nとすると，節点の個数

は n＋1 になります。 
イ：前述のように，木の深さが nならば，葉の数は 2nです。 
ウ：図から分かるように節点の数 n＝15 のとき深さ

は 3 であるから，log2n ではない。葉の数が n の

ときの深さが log2nになります。 
 
 
 
 
 
 
解答 エ   

根

枝
深さ＝3 

葉 

……節点 

……葉 
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